
平成21年９月橋本市議会定例会会議録（第３号）その８ 

平成21年９月８日（火） 

                                          

（午後４時10分 再開） 

○議長（中西峰雄君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 お疲れのところではございますけれども、

もう一踏ん張り頑張っていただきますように

お願いいたします。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番13、21番 上久保君。 

〔21番（上久保 修君）登壇〕 

○21番（上久保 修君）議長のお許しをいた

だきましたので、通告に従い一般質問を２項

目に分けてお尋ねいたします。本日最後とい

うことで、皆さん方は本当にお疲れのところ、

いましばらくの間おつき合いをいただきたい

と思います。よろしくお願いします。 

 私は議員になりましたもう10年過ぎたんで

すが、皆さまもご存じのとおり９月１日が防

災の日でもあります。そういうようなことか

ら、私は当初からいろんな角度で行政の皆さ

ん方にいろいろと提案もし、お願いもしてま

いりました。例えば、学校の耐震化の問題で

あったり、ＡＥＤの公共施設への設置であっ

たり、情報の素早い伝達、今防災行政無線が

ありますけれどもそういうような点とか、い

ろいろと今までもやってまいりました。 

 それで、今回は特に高齢者の方々、また障

がいを持っておられる方々で要援護者のこと

についてまず最初質問させていただきたいと

思います。 

 本市の避難支援プラン施策の策定状況につ

いてお伺いいたします。 

 近年、日本各地において災害による犠牲者

が後を絶ちません。特に、犠牲者となる多く

の人たちは高齢者、障がい者のような、思う

ように行動ができない弱者の方に多いとされ

ています。 

 平成20年度災害時要援護者に関する全国キ

ャラバン内閣府説明資料には、平成16年に起

きた新潟・福島豪雨、福井豪雨、それから平

成17年に起きました台風14号、平成18年に起

きた７月豪雨、これらの災害の犠牲者になっ

た人の多くは高齢者や弱者の方であったそう

であります。実に犠牲者全体の７割に達して

いるそうです。 

 このようなことから、総務省消防庁では、

平成18年度より全国の自治体に向けて、災害

時要援護者の避難支援対策にの取り組みを早

急にまとめ平成22年３月末までにプラン策定

を指示されています。本市の取り組み状況と

策定に至る進捗状況をお伺いしたい。 

 このことは、橋本市さわやか長寿プランの

第４章施策の展開で、基本目標５の生きがい

の充実と安全で安心なまちづくりの推進をう

たわれておりますし、（２）の安全で安心なま

ちづくりの推進の③に今回お尋ねしている災

害時における要援護者に対する支援体制の充

実が明記されています。後ほど申し上げます

が、全国的にはまだまだ整備中の自治体が多

くあるのも確かであります。本市の場合、高

齢化率は決して高くありませんが、平成21年

３月末時点の調査では約23％の人が65歳以上

で、その中で75歳以上は7,534人、実に11％の

方がおられます。このような状況を考えれば、

本当に早急な対策をとるべきと考えます。以

上のことを考え、以下の点をお伺いいたしま

す。 

 ①まず、本市は災害の発生時における全体

的な計画概要についてどのように考えておら

れるのか。 

 ②前段でも申し上げましたが、災害時に支
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援が必要な高齢者や障がい者らの名簿作製の

整備状況はどのように進んでいるのか。総務

省、消防庁の取りまとめによれば、平成21年

３月31日現在の調査結果を公表していますが、

整備中が1,196団体（66.4％）、恐らく橋本市

もこの中に入っておりますけれども、未着手

が604団体（33.6％）だそうであります。また、

一人ひとりの具体的な支援方法まで定めた個

人プランの策定は1,074団体（59.7％）、これ

が未着手であるという状況と聞いています。

本市の進捗状況はどうなのか、またどのよう

に進めておられるのかお尋ねいたします。 

 ③先月22日に行われました防災訓練は、市

長をはじめ職員の皆さんと地域住民の合同の

防災訓練であったと聞いております。大変喜

ばしいことで、災害時を想定されての訓練、

本当にご苦労さまでしたと申し上げたい。さ

て、本題の通告で申し上げましたように、平

成21年度に各自治体における災害時要援護者

の避難支援訓練が既に実施されているところ

と、これから実施予定の状況を調べてみたの

ですが、和歌山県では有田市、紀の川市、御

坊市の３市、かつらぎ町、湯浅町、日高町、

みなべ町、白浜町、太地町の６町、９市町で

ありました。本市はその中にありません。検

討されているのでしょうか、お尋ねをいたし

ます。 

 ④ここで全国の主な取り組みを紹介いたし

ますので、参考にされてはと思います。 

 たくさんある中で一つ、石川県輪島市では

県の指導にもあったようでございますけれど

も、高齢者福祉マップの作成で、災害時の安

否確認と緊急支援の基盤づくりと平常時から

高齢者の情報を把握し、見守り、活動を行う

ために民生委員が主体的に作成している。ま

た、同市では福祉関係部局と防災関係部局が

連携し、要援護者対策の全体計画を策定して

いる。本市も参考にしてはどうでしょうか。

申し上げますように、担当しておられる人に

失礼があってはいけませんので、既に計画を

されているのであればどのようにしているの

かお聞きいたします。 

 もう一点、兵庫県伊丹市では災害時要援護

者避難支援制度要綱を策定し、小学校区ごと

に支援制度を立ち上げている。また、要援護

者１名ごとに支援カードなるものを作成し、

原則２名の方に支援協力員となっていただき、

安否の確認と避難所への誘導に取り組んでお

られるそうであります。これらも本市で参考

にされてはどうでしょうか。 

 次の質問ですが、本市の貴重な収入でもあ

る自動販売機設置許可及び管理についてお尋

ねいたします。 

 平成20年４月１日から施行されております

橋本市自動販売機設置及び管理に関する要綱

のことは認識した上でお尋ねするのですが、

市の財産である以上、土地、建物内を占有し

自動販売機を設置するということは、その占

有権料や使用料（電気代）や売り上げに対す

る販売手数料をいただくのは当然の権利であ

ると考えます。ただし、ＮＰＯ団体のように

営利を目的としない団体に関しては、当然免

除対象になることは承知しております。それ

が、平成19年度までは設置基準も明確にされ

ていなかったし、特に設置面積による使用料

や電力消費量などがはっきりしていないため、

失礼ですが、相当の損失があったのではない

かと推測いたします。 

 あるとき、私は新聞報道で、遠く離れた沖

縄県うるま市の状況を目にいたしました。本

年４月から公共施設の飲料水自動販売機のす

べてに消費電力をはかるためのメーターを取

りつけ、設置業者から電気料金を徴収したそ

うであります。当然気候も違いますし条件が

違いますが、ここは設置台数が市全体で145

台あるそうです。私どもの市とはちょっと違
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いますけれども、そのデータをもとに試算し

たところ、年間約500万円も歳入増につながっ

たそうであります。当然それ以上の収入があ

るわけですけれども、増収入ということであ

りました。 

 ⑥設置の管理方法について、収入面で大き

な期待が持てるものとして、お隣の大阪府で

は、これはもう規模が全然違いますが、今ま

で500万円ちょっとくらいのところが、公募制

にいたしまして大阪府全体で何百台かありま

したけれども、３億円の収入増もあったそう

であります。こういうようなことから考えて、

所管で別々に管理していたところを、本市で

は一括に窓口を決めて管理できないものか。

何か管理できない理由があればお聞かせいた

だきたい。 

 本市の設置台数は、後でお聞きしますけれ

ども、15台ぐらいだと思いますし、また企業

会計の市民病院関係では14台、ほかにあるの

であればまた教えていただきたいんですが、

規模もかなり違いがあります。けれども、１

台当たりに換算しましたら、15台掛けてみま

すと約52万円の収入増につながるのではない

かと考えます。そこで以下の点をお伺いした

い。 

 ⑦収入増の効果としてもう一点お伺いした

い。市所有のすべての施設、敷地内に災害時

の対応も含め設置してはどうかということで

あります。あるところでは市営住宅等で３台

ずつ設置している、またそういうふうに考え

ているところもございますし、そういうこと

でまず支援が滞りなく来るまでは約３日から

１週間と言われていますけども、こういった

飲料水に関しては、この間、先ほどから申し

上げています災害対応時の自動販売機もそう

ですけども、近くにそういう自動販売機があ

れば、支援が来るまでそういう対応ができる

ということで、考えられたらどうかなという

ふうに思います。市の現状もお聞きして、１

回目の質問といたします。明快に答弁をよろ

しくお願いします。ありがとうございました。 

 ①平成20年３月31日まではどのように許可

し、管理してきたのか。 

 ②市所有地及び敷地内の設置状況は、台数

も含めて施行前と施行後、どのようになって

いるのか。 

 ③電気料については、消費電力相当分をい

ただくのは当然でありますが、以前と以後ど

のように扱っているのか。 

 ④災害対応型自動販売機の導入について、

まずお考えをお伺いしたい。 

 ⑤平成17年に導入いたしました横浜市の事

例を申し上げますけれども、平成17年12月１

日に全国に先駆けて設置をされております。

そのことで、今では多くの自治体で設置また

は検討しておられるそうであります。災害発

生時に、自動販売機の飲料水を無償で提供す

るシステムであります。皆さまもご承知だと

思います。この自動販売機は電光掲示板、市

からの情報なんかも電光掲示板でありますけ

れども、ＡＥＤの搭載であったり、ユニバー

サルデザイン、いわゆる障がいのある方にも

利用しやすいデザインのものも設置している

自治体があるそうであります。本市では検討

されているのでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）21番 上久保君の一般

質問に対する答弁を求めます。 

 総務部長。 

〔総務部長（中山哲次君）登壇〕 

○総務部長（中山哲次君）それでは、議員お

ただしの自動販売機設置許可及び管理につい

てお答えをさせていただきます。 

 本市の公共施設内に設置される自動販売機

の設置許可及び管理については、平成20年度

より橋本市自動販売機設置及び管理に関する

要綱を制定し、取り組んでいるところであり
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ます。 

 １番目のご質問につきましては、平成20年

３月31日までは各所管部署においてそれぞれ

設置事業者と協定を締結し、販売手数料を納

めていただく形で許可を行っていたところで

あります。 

 次に、２番目の要綱施行前と施行後につき

ましては、平成20年要綱施行に伴い、墓園や

斎場及び杉村公園内においては、利用率等の

問題から撤退がされております。なお、橋本

斎場におきましては、利用者のためにお茶の

用意をし、サービスを行っており、高野口斎

場におきましては、葬儀等の場合にはその業

者にて対応されているようです。杉村公園内

におきましては、社会福祉センターに設置さ

れている自動販売機をご利用いただいている

状況であります。 

 次に、３番目の電気料につきましては、要

綱施行前は販売手数料に電気料を含め納めて

いただいておりましたが、要綱施行後は本要

綱に基づき、使用電力計測用の電気子メータ

ーを設置する方法と、設置機器の定格電力消

費量に応じて電気料を納めていただく方法と

の選択制をとっているところであります。設

置事業者は、設置する自動販売機に子メータ

ーを設置する場合、屋内タイプで１台当たり

約３万円程度の費用負担が発生し、屋外タイ

プで約５万円を超える費用が発生することか

ら、選択制とさせていただいております。 

 現在、市庁舎、消防本部、公民館施設、上

下水道部、環境美化センター、社会福祉セン

ターで合計16台設置され、うち７台が子メー

ターの設置をされております。なお、この子

メーター設置がされている中で、１カ所は屋

外タイプでもあり、直接関西電力との契約と

なっております。また、市民病院では14台設

置のうち、３台に子メーターの設置がされて

おります。今後、他の事業者においても電気

使用量の明確化のためにも、子メーター設置

に向け協議を行ってまいりたいと考えており

ます。 

 次に、４番、５番目のご質問についてであ

りますが、以前に災害発生時に自動販売機の

飲料を無償で提供いただくことを前提とし、

災害発生時に本市が飲料の提供を必要と判断

した場合には、自動販売機内のすべての飲料

を無償で提供していただくための協議をメー

カーと行いましたが、電気料の無料化などの

条件があり、進展しなかった経緯がございま

す。 

 なお、災害時の飲料水対応としましては、

市民安全課において、サカイキャニング株式

会社との間において、災害時における水の供

給について、平成20年５月に提携していると

ころでございます。また、ユニバーサルデザ

イン機器の導入については、平成21年度募集

においては必須条件として募集を行っており、

現在はすべての自動販売機はユニバーサルデ

ザイン対応となっているところであります。

なお、環境対策については、募集要項には記

載をしておりませんが、各業者の申請機種は

環境対策機能を備えた機種での申請となって

おります。 

 ６番目についてですが、自動販売機の設置

等について、担当課を一元化してはどうかと

のご提言かと存じますが、設置に伴う事務に

ついては、平成21年度は募集要項の配付等は

総務課で行い、契約等は各所管部署で行って

いるところであります。事務の一元化といい

ますか、担当課を一つにすることにつきまし

ては、平成20年度より施行しております要綱

に基づき行っているところですので、統一し

た考えのもとで事務が行われているものと考

えております。その一方で、自動販売機が設

置される施設の状況はそれぞれ異なりますの

で、状況を把握している各所管課で事務が行
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われるほうが適切な対応が可能になるものと

考えますので、ご理解を賜りますようお願い

申し上げます。 

 ７番目の議員ご提言の災害時の対応につい

てでありますが、避難場所施設を有する地域

の地域自主防災組織の取り組み状況などを勘

案した中で、今後の検討課題と考えますので、

ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（森本健二君）登壇〕 

○健康福祉部長（森本健二君）避難支援プラ

ンのご質問にお答えします。 

 平成18年３月、避難時要援護者の避難支援

ガイドラインが発表され、その中で災害時要

援護者の避難支援対策については、①防災関

係部局と福祉関係部局等の連携が不十分であ

るなど、要援護者や避難支援者への避難勧告

等の伝達体制が十分に整備されていないこと、

②個人情報への意識の高まりに伴い、要援護

者情報の共有、活用が進んでおらず、発災時

の活用が困難なこと、③要支援者の避難支援

者が定められていないなど、避難行動支援計

画・体制が具体化していないことの三つが大

きな課題として上げられました。 

 本市では、平成18年３月の市町合併に合わ

せて、総務部市民安全課を設置しております

が、これまでも関係部局との連携を図りなが

ら、避難支援対策について検討を行ってきま

した。 

 災害時要支援者の避難支援対策については、

健康福祉部いきいき長寿課において事務を担

当しておりますが、平成21年度中に避難支援

の全体計画、平成22年度中に避難支援の個別

計画などを策定することが必要であり、今後

は体制の充実も含め関係部局と協議を行い、

取り組んでいく所存です。 

 さて、本市は平成18年６月に橋本市災害発

生時における要援護者避難支援事業実施要綱

を策定し、避難が必要な災害が発生したとき、

自力で避難することが困難な方を地域全体で

支援するため、橋本市要援護者登録制度を和

歌山県下のトップを切って取り組んできまし

た。 

 この制度登録対象者は、①介護保険介護認

定において要介護３以上の居宅または施設で

生活する方、②障害程度が身体障害者手帳１

級または身体障害者手帳２級及び療育手帳Ａ

級の居宅または施設で生活する方です。①に

該当される方約1,200名、そのうち約400名の

方が登録しております。また②に該当する方

が約1,400名、そのうち約130名の方が登録さ

れております。これらに合わせて、民生児童

委員の綿密な調査によるひとり暮らし高齢者、

高齢者のみの世帯、その他気になる方等合わ

せて約750名の方の名簿の整備ができている

ところです。 

 これらの方については、本人あるいは家族

から区長、自治会長、自主防災会、民生委員

等に情報提供することの同意を得ています。

同意を得ることができない方については、再

度制度の周知徹底を図ります。また個人情報

保護条例では目的外利用・第三者提供による、

本人の同意がなくとも本人の利益や公共の利

益の増進につながる一定の場合などに例外が

認められております。災害時の要援護者の情

報を避難支援する関係機関に提供することは、

本人の生命、安全を守ることであり、今後橋

本市個人情報保護審査会でも議論をいただき、

本市としての方針を決定した上で、名簿の整

備充実と活用を図りたいと思います。 

 また、避難支援訓練につきましては、議員

ご指摘のとおり災害時要援護者を視野に入れ

た訓練が実施されておりません。今後は迅速

に要援護者が避難できるように、関係機関や

地域住民との連携、協力を図り、誘導や安全

確認ができるよう訓練の具体化を検討してい
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きます。 

 また、橋本市民生委員・児童委員協議会に

おいても、この要援護者避難支援については

たび重なる議論、協議をいただいており、議

員から紹介のある福祉マップを独自に作成し

ている地域もたくさんあります。 

 近年の災害においても、要援護者が多数犠

牲になられています。要援護者は一人ひとり

条件が違います。その支援方法は多種多様で、

しかも時間の経過とともに変化することが明

らかになっております。今後は、要援護者を

はじめ、家族、支援者、関係機関がよりスム

ーズに連携できるよう支援全体計画、個別計

画を策定していきたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）21番 上久保君、再質

問ありますか。 

 21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）ありがとうございま

した。答弁いただいたのが自動販売機のほう

からですので、そちらのほうから再質問させ

ていただきたいと思います。 

 まず、先ほどの説明では、要綱が設置され

て20年４月１日から施行されておるわけです

けれども、何で僕は質問したかといいますと、

いろんな、全国的に少ない収入ではあります

けれども、やはり行政の改革を進めている中

でこういうような点も各自治体では議論され

ているようでございます。そんな中で、先ほ

ど演壇から申し上げましたように、いろんな

箇所が出てまいりました。ですから、本市に

おいても20年４月１日から要綱を設置したと

いうことは、何らかの形でこれからきっちり

していこうというお話の中からこういうふう

に変わってきたのかなというように思います。

そういうように理解しているわけですけれど

も、僕は19年度、20年度の予算書を見ており

ましたけれども、自動販売機の手数料なんか

は先ほども申し上げましたようにいろいろと

①から⑦までお尋ねしているんですけれども、

まずあちこちいって申しわけありませんけれ

ども、施行前と施行後に関しては、最近の予

算書を見ましても変わっていますよね。これ

は手数料というのか、僕もいろいろ見ていま

したけれども、なぜそういうふうに変えてい

ったのかというところをまずお聞きしたいと

思います。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）まず、平成19年度

からの合併後の調査の中で、本庁舎、西別館、

上下水道部等々に置かれております自動販売

機が各ＮＰＯであり、民間事業者であり、ま

た出力といいますか、ワット数も機種も異な

っておりました。そういうことで、各事業者

の方々、ＮＰＯ法人の方々等から設置の要望

が出てまいりました。そういった状況の中で、

その時点では個々の機種すべて現場対応でご

ざいましたので、統一化してく必要があろう

と。同じ市の公共施設の中に置いておる機種

であっても対応がまちまちということはいか

がなものかなということの中で、今回平成20

年度で設置要綱を作成したということでござ

います。 

○議長（中西峰雄君）21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）わかりましたけれど

も、予算書とか変えておられたので、ちょっ

と見にくかったのでその点をお聞きしたんで

すけれども、それはそれでいいです。 

 もう一つお聞きしたいんですが、これはち

ょっと教えてほしいんですが、一般的な自動

販売機はだいたい500Ｗから600Ｗ、中に使用

している蛍光灯なんかを入れますと、３本当

たり約30Ｗとしても120Ｗですから、例えば

600Ｗのやつを使用している場合でも720Ｗに

なるわけですよ。詳しくいうと、20年度変わ

ってきて新しく取り組みをされていいにくい

んですけれども、間違っていたら教えていた
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だきたいんですが、市庁舎と関西電力との取

り決めで各家庭にいく１Ｗ当たりの単価と、

当然違うわけです。一般的に１㎾だいたい21

円から23円と言われています。僕も調べまし

たら、今いろんな形で各家庭にも設置業者が

勧誘して取りつけているという状況もありま

すから、そういった基本的な計算方法だと思

うんですけれども、市の場合は当然違うと思

うんで、そこら辺単価のあれを教えてほしい

んです。今から申し上げますけれども、消費

電力、さっき言っているワット数掛ける24時

間掛ける30日、１カ月30日として。稼働率で

すけれども、これを考えると、30日そのまま

考えるとすべてそういうふうにできませんの

で、だいたい普通稼働率は50％とかいう掛け

方をするそうです。キロワット数を出すため

に1,000で割らなあかんのです。一般的にだい

たい500Ｗを使用する場合、220から223、これ

が普通の消費電力だそうです。これに21円を

掛けますと、一般的には4,687円ということに

なるんです。ですから、先ほど僕が申し上げ

ましたように、市と関西電力との取り決めの

あれからいえば、当然これより下がるわけで

すので、そこら辺の部分について関西電力と

どういうふうに取り決めをされているのかな

というふうに思いましたので、ちょっとお聞

きしたいんですけれども、わかりますか。 

 それから、関西電力との単価契約でござい

ますけれども、今現在夏の時期、これは６月

１日から９月末日までということで、㎾当た

り11円15銭、その他の季節といたしましては

10円13銭の単価契約をしてございます。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）ありがとうございま

す。やっぱり安いですね。ですから、私が懸

念していた部分については、そこは理解しま

したのでもうその点については申し上げませ

ん。 

 もう一つは、自動販売機のことですけれど

も、市庁舎内に自動販売機が設置されていま

すよね。これは当然職員の方の福利厚生とい

うか、市民の方にも提供するわけですけれど

も、そういうふうなことを考えると、今自動

販売機の機種なんかたくさんあるんです。先

ほど僕が申し上げました災害対応型もあれば、

寄附金付きの自動販売機、自動販売機のとこ

ろに寄附金のところのボタンを押したら、100

円とか10円とかと寄附金のあれがあるんです。

そんなんして、例えば僕が前回にお聞きしま

した芝生の苗を買う一つの材料にするとか、

だいたいあれは50円ぐらいですのでね。です

から、そういうことで対応しているところも

ありますし、そういうことでもし市庁舎内の

ことを考えるのであれば、もう一つはマイカ

ップ方式の自動販売機も置いているんです。

これはいろいろＣＯ2削減のところから、まず

自ら市庁舎が模範となってやるべきですね。

だいたい１カ月でカップを使用するのは

1,300ぐらいだそうですけれども、カップ１つ

だいたい10円だそうです。だから買う人にと

っては10円安いんですけれどもね。カップが

ない人はもうボタン押したら紙カップが出て

くるんですけれども、そういうようなことも

ありますし、やはり市庁舎内に置く場合には、

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）まず、今現在21年

度で入っております自動販売機の定格電力を

ご説明させていただきますと、だいたい議員

ご指摘のとおり420から780㎾、そこらあたり

の機種がほとんどでございまして、それにつ

きましては要綱にも載せておるわけでござい

ますけれども、各200Ｗ未満が年額で9,100円

から上限は1,000Ｗ以上が年額91,700円とい

うことで、10段階に分けまして電気料の年額

を定めさせていただいております。 
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先ほど僕が申し上げましたＮＰＯの方たちの

自動販売機は免除対象ですので、そういった

ことじゃなしに、いろいろと考えていただき

たいなと思います。 

 それからもう一つは、先ほど演壇で申し上

げましたように、市の施設、要するに土地と

か建物内に本当に、僕が調べたところによる

と、市営住宅で４台ぐらい設置しているんで

す。これはどういった契約になっているのか。

区との契約になっているのかわかりませんけ

れども、そこら辺ほかにもあるのかどうか。

まずそれをお聞きしたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）建設部長。 

○建設部長（樽井豪男君）まず、建設部が管

理している物件につきまして、先ほど公園関

係につきましては総務部長が答弁したとおり

でございます。なお、市営住宅関係につきま

しては、この20年３月に要綱を定めるにあた

り、総務課のほうにそういったものがあると

いう報告がどうもなされていなかったという

経過がございます。ただし、この中で市営住

宅敷地内につきましては、伏原団地４階、西

之島団地の２団地に各２台設置されておりま

す。両団地とも旧高野口時代に団地自治会が

設置に働きまして、自治会の共同施設の維持

費とか、また地元の老人会の補填という形で

行っております。なお、電気料金につきまし

ては直接自動販売機管理会社が電気の引き込

み工事を行い、電気メーターにより関西電力

に支払っております。そういった市の設置条

項もありますので、今後は関係課とも協議の

上、また団地自治会、老人会にご迷惑のかか

らんような形の中で要綱に合わせて整備する

ように心がけたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）ありがとうございま

す。そのように把握しておられたらいいんで

すけれども、ここら辺もやはり市民の方がそ

ういうふうに設置するということでされてき

たんでしょうけれども、僕が言いたいのは、

ある自治体でも市営住宅に最低３台ずつぐら

いは置いたらどうかということでもう取り組

んでいる市があります。それで、もちろん災

害時に支援に来られるまでの間、やはり水と

か飲料水に関しては貴重な生命のことに関係

しますのでそういう対応をとられていると思

うんですけれども、橋本市も公民館とかいろ

いろと公共施設にもまだまだ設置されていな

いところがあります。公民館は中央公民館と

高野口公民館、それから隅田の公民館ですか、

あの辺ぐらいだけでほかのところは設置され

ていませんよね。これは設置していくという、

なぜされないのかなというふうにも思います

し、ただ民業を圧迫するとかということもあ

るのかもしれませんが、そこら辺はやはりま

ず市民の生命、そういうような観点からこう

いう細かいことまで取り組んでいるんだなと

いうことを見せていただきたいと思うんです

けれども、この点についてとどうでしょうか。

提案に関して市はこれから取り組んで、検討

していただけるんでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）私のほうからご答

弁させていただけるのは、やはり設置要綱も

つくっておりますので、これをもとに各関係

部局といいますか、中央公民館も含めまして

各公共施設での必要性、議員ご指摘のとおり

災害等の場合の緊急避難的な飲料水の確保と

いうことも含めまして、各所管課で一度協議

もし、必要性も、また需要がどこまであるの

かというようなことも踏まえまして、今後こ

ういった内部での協議の場で議論を一回させ

ていただきたいというふうには考えておりま

す。 

○議長（中西峰雄君）21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）あともう一点だけ申
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し上げて次の再質問に移りたいと思うんです

が、ある市ではこの自動販売機の設置に関す

る契約書なるものをつくって、事細かに使用

目的であったり、期間であったり、支払い方

法とか延滞金の云々であったりとかという文

言について、17条まで設けて取り交わしてい

るところがあります。本市はどういうふうに

されているのかわかりませんけれども、これ

らも一回参考にしていただければと思います。

許可制というか、そういうふうに僕としては

受け取ったんです。これは今後いろんな検討

の余地があると思いますので、対応をよろし

くお願いしたいと思います。 

 次の再質問ですが、ご存じのように支援プ

ラン、避難プランについては皆さんもご承知

のように橋本さわやか長寿プラン21、これは

本年３月に策定されまして、この中で演壇で

も申し上げましたように81ページから84ペー

ジに載っております基本目標の５の中で、特

に今回僕が強調して言いたいところが、災害

時における要援護者に対する支援体制、先ほ

ど部長のほうからるる答弁をいただきました。

このなかの要援護者というのはいわゆる要介

護度３とか障害手帳の１級、２級とかいろい

ろとあるわけですけれども、今後の推計を見

るとかなりの数字が上がってきています。87

ページにも載っていますけれども、ざっと先

ほど説明いただいた七百何人ではまだまだお

ぼつかないし、先ほど僕が演壇でも言いまし

たけれども、橋本市３月31日現在で６万8,367

人に対して65歳以上の人が１万5,579人、在宅

の高齢者がこの中で１万4,846人おられるそ

うです。施設では733人がおられるわけですけ

れども、当然変わってまいります。３月31日

の現状ですので。先ほど七百何人とおっしゃ

いましたけれども、ひとり暮らしの高齢者で

すとか寝たきり、また認知症の方、特に寝た

きりと認知症どちらもおられて、そういう方

が数字を読みますと二百何人いるんです。 

 こういう方を掌握するために、東京ビッグ

サイトでしたか、見本市で要援護者の台帳の

システムをつくる分があるんです。基本の情

報管理、福祉管理であったりその他の情報管

理でとか、特に地図上にマッピングできるよ

うなソフトがあるんです。いろいろときのう

から同僚議員も災害に対しての質問をされて

いますし、何を優先にして市は取り組んでい

くのかというお尋ねもされていたように思う

んですが、やはり市民の生命と財産を守ると

いうのは常々市長がおっしゃっていますし、

安心・安全の面からいえば最優先課題だと私

は思うんです。このソフトを採用してもほん

まに100万とか200万でできるわけです。 

 今聞きたいんですけれども、このいきいき

長寿課に要援護者の名簿作製、まだまだ僕は

とき半ばだと思います。これは専任の方がお

られないように聞いたんですけれども、体制

からしたら本当にそれに関して常に仕事でき

るような体制じゃないんですよ。もちろん職

員の方のいろんな削減とかいう話もあります

から、そういうこともあるんであれば、こう

いう要援護者の台帳のシステムを導入すべき

だと思います。これをやりますと、僕は消防

本部でもたまに行かせてもらっていろいろと

やるんですけれども、例えは火災のときなん

かは電話一本で地図が出てまいります。モニ

ターに。そこの周辺に高齢者の方、障がい者

の方といったらもうすぐにぽっと出てくるん

です。そういうシステムをつくるソフトなん

です。これらをやはり、今部長が言われたよ

うに、確かに要綱は県下一番ですけれども、

策定中はまだ橋本市は載っていませんよ。全

国でまだまだ策定されていないのが66％です

から、この中に恐らく橋本市も入っています

けれども、先ほど言いました避難訓練さえも

されていませんわな。確かに進んでいるのは
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よくわかりますけれども、結局22年の３月31

日までにある程度の線を出さないかんという

ことから考えると、こういったシステムの導

入も図るべきだと思います。今の現体制でい

くんであれば絶対に間に合いませんわ。そこ

ら辺はどのように考えておられるのか、ちょ

っと聞かせてほしいんですけれども。 

○議長（中西峰雄君）議長より申し上げます。 

 本日の会議時間は議事の都合により、あら

かじめこれを延長いたします。ご了承願いま

す。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）今議員おただ

しのソフトの件なんですけれども、これは健

康福祉部の原課のほうからもこういうものが

ありますよということで計画は出ております。

ソフトの件につきましては、担当課と今協議

をして、こういうものがありますよ、こうい

うような形で設置云々という形の中で協議を

進めているというような状況でございます。 

 もう一つ、今ありました専任の職員がいな

いということの件につきましては、それも今

市全体の中での職員の見直しが行われている

中で非常に難しいことでもあるんですけれど

も、防災の関係につきましてはまた特別なこ

とがありますので、また健康福祉部としてこ

れからの要援護者の事業拡大について要望し

てまいりたいと思っております。 

○議長（中西峰雄君）21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）確かに、職員の定員

適正化から見れば、要員についてはやってく

ださいというのは申し上げにくいんですけれ

ども、そこはやはり人員の配置を考えたら、

ある程度は解消できるのと違うかなと僕は思

います。ただ、そちらの、今でさえいろいろ

と仕事されているんでいろいろ問題があると

思いますのでこれ以上申し上げませんけれど

も、システムを導入すると簡単に、入力する

だけですので、ここら辺はぜひとも採用して

いただきたいと思います。やはり今担当され

ている人のことを思えば、手書きとかそうい

うことらしいんですよ。僕は担当者のために

言っているのと違うんです。ひいては市民の

安全につながるんです。60歳以上、また65歳

以上の方で本当に援護を必要とする、また独

居老人とか要するに安否を確認するためには

こういうシステムは早急に導入せなあかんの

です。 

 サーバーのコンピューターがありまして、

それから子機であるパソコンを３台とか４台

にすると、だいたい100万円ぐらいでいけるん

ですよ。直接僕は、特定の業者を聞くわけで

もないんですけれども、参考に聞かせてほし

いということで聞いたら、消防本部にお尋ね

したかったんですけれども、連携できるそう

です。こっちでやれば。それの連携さえとれ

ば、消防本部で例えば何かあったときにぱっ

と高齢者何々という場所が出るんですよ。そ

ういうようにすれば、橋本市は周辺で、例え

ば和歌山市からずっと和歌山県だけを見ると、

そこまでしていません、まだ。確かに。だけ

ど、橋本市は、僕はやってもらいたいと思い

ます、先駆けて。いろいろと僕も今までずっ

といろんな形で防災に関して市にお願いして

きましたし、早急な対応をしていただきまし

た。これは当局の市民を思う気持ちがそうさ

せたと思います。 

 ですから、こういういいこともあるんです

から、担当者が調べてやっているわけですの

で、今回質問させてもらったのは、特に東南

海・南海地震のこともきのうから同僚議員も

言われていましたように、どこでどういうふ

うに起こるかわかりません。このシステムは

過去に床上とか床下とかあって、災害が起き

た状況の部分まで出てくるんです。則対応、

安否が確認できるんですね。これによって、
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あるところが実績で出ているんですよ。宮城

県の６月のときに起こった部分があるんです。

６月に岩手県・宮城地震の成功例ということ

で、発生当時に孤立した集落から救出された

と。救急隊員が運ばれる高齢者を見て、リス

トがあったために迅速に安否が確認できたと。

こんな実例があるんですわ。 

 だから、先ほど民生委員とかいろいろと協

力は当然していただくわけですが、やはり行

政としてはシステムづくりというのは絶対せ

なあきません。各地域ではそういうことでき

ませんので。当然個人情報の保護とかという

問題もあります。だけど、市長が要するに許

可さえすれば通ります。これちょっと調べて

おいてください。市長がオーケー出したら通

るはずなんです。これは、市民の安全を守る

最高責任者の市長がやりなさいというふうに

言った場合は拒否できない部分があるんです。

個人情報の保護はそこまできつく縛っていま

せんので。だから、それは僕が間違っていた

ら教えてほしいんですけれども、恐らく僕が

聞いている範囲ではそういうふうにできるは

ずです。台帳に登録して見落としがないんで

すよ、これ。ですから、しつこいようでござ

いますけれども、優先順位を考えるとこうい

うことも、今おられる人の中でどれだけ把握

してはるかということですわ、副市長。副市

長もそうですけどね。市長もそうですし、前

に座っておられる理事さんも、やはり担当が

違ったらそこまで掌握せいというのは無理だ

と思います。だからこういういいことは聞い

てほしいんです。だから、そういう政策調整

会議であったり、いろんな予算のヒアリング

等でも優先順位を考えてやるんであれば、午

前中に質問されたように、予算の配分とかで

もそういうことを考えて、何億円もかかるわ

けではありませんし、まして100万円からよう

いっても二、三百万円だと思います。それが

一つはずっと永遠に使われるわけなんで、全

国では100件以上の自治体での取り組みをし

ています。和歌山県で恐らくまだしていませ

んわ。橋本市は本当に市長を先頭に、市民の

安全を守る、市はこういうことも取り組んで

いるんだという強い市民に対してのアピール

をしていただきたいと思います。 

 最後に、その観点から担当部長というより

も副市長でも、市長に直接お聞きするとあれ

ですので、副市長、ひとつご答弁いただきた

いと思います。 

○議長（中西峰雄君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）ただ今いろいろとご

紹介いただきました内容は非常にすばらしい、

実際にそれが機能すればすばらしいものであ

ろうなということは感じましたが、実際に情

報を維持管理していくのにどれだけの人手が

かかるのかとか、実際取り入れられている自

治体もございますので、そこの自治体にもど

のような状況かということも聞かせていただ

いた上で、一回調査・研究させていただいて、

いいものであれば取り組んでいくという方向

で考えていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）よろしくお願いして

おきます。本当に言ったようにあまり後のメ

ンテナンス云々の話は恐らくありません。い

ろんな情報、メンテナンスというのはそうい

うメンテナンスと違うんですよ。補修とかそ

んなんと違って、いろんな後の経費とか云々

に関しては要らないと思います。そういうふ

うに聞きました、私。それはいっぺんまた研

究しておいてください。こういうことも本当

に取り組んでいただいて、他市にない先進的

な取り組みをしてほしいなというふうに思い

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 ありがとうございました。 
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○議長（中西峰雄君）これをもって、21番 上

久保君の一般質問は終わりました。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

                     ○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。

よってそのように決しました。 ○議長（中西峰雄君）お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ延会し、明

９月９日午前９時30分から会議を開くことに

いたしたいと思います。 

 本日は、これにて延会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

（午後５時５分 延会） 
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